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要河川及び溜他の調査をおこなった。   

香川用水の通水以後の1980年からほ香川県に  

よる闇Il県自然環境保全指標策定事業」が実施  

された機会に改めて県下の淡水魚額相の調査を  

おこなった。この調査ほ1986年の輝池調査をも  

って終了した。後述のように，香川用水の流入  

ほ吉野川水系の魚類の移入をもたらしたし，ま  

たこの間に別途移入された外来魚の県下水系へ  

の伝播など香川県の魚群相に変化が起こってい  

ることが明らかに．された。   

本論文ほこうした香川県における淡水魚研究  

の経過を整理し，その中から香川県の汲水魚類  

相の今日までの変遷を述べようとするものであ  

る。本論に入るに先立ち1970年，1980年代の調  

査研究に．協力を惜しまれなかった多くの香川大  

学教育学部生物学教室の卒業生諸君に心から感  

謝の意を表する。  

1970年以前の状況   

坂田（1936）の記載によると，アユ，ナマズ，  

アカザ，ドジョウ，シマドジョウ，ホトケドジ  

ョウ，ゼニタナゴ，タナゴ，ヤリタナゴ，モロ  

コ，モツゴ，アブラハヤ，ムギツク，カワムツ，  

コイ，フナ， ウナギ，ウナギの一・種，メダカ，  

オヤニラミ，カジカ，ドンコ，ヨシノポリ，ウ  

は じ め に   

香川県の主要な淡水系は南部の讃岐山脈に源  

を発し，狭い平野部を北流し瀬戸内海に注ぐ短  

い諸河川と2万■個所ともいわれる水田潅漑用の  

溜池群とからなっている。年間降水量（約1，200  

ミリ）の僅少なことおよび水源山地が浅いこと  

もあって，これらの河川の流量ほ少なく，しか  

もその短い河川の下流部の堆標が盛んで扇状地  

が拡がり天井川となっている所が多い。また多  

くの溜池も水田潅漑の終わる秋から冬にかけて  

ほ渇水状態となることが常であった。こうした  

特殊な陸水系と，特筆に値するような淡水魚の  

生息が少ない事及び内海の豊富な魚類資源に隠  

されて淡水魚の利用価値が棲めて低かったこと  

などから，過去に香川県下の淡水魚の調査研究  

にはまとまったものがなく，坂田（1936），坂  

口（1945）及び岡田・中村（1946）の報告が知  

られているにすぎなかった。   

こうした香川県の水事情を大きく変革したの  

が香川用水計画であり，この計画は1973年に導  

水試験を開始し，翌1974年に完成した。以後，  

日量約43万トンの青野川の水が県下各地を潤す  

こととなった。大きな自然改造の実現を控えて，  

筆名らは県下の淡水魚類相の実情を調べ上げて  

おく必要を感じ1971年から1975年にかけて，主  
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キゴリ，チチブ，スナヤツメの27種をあげ，こ  

の他に小豆島の伝法川に．だけオイカワが生息す  

ることを報告している。また，ヒガイ，ウガイ  

（ウグイ？），ワカサギほ移入放流されたもの  

であり，魚類目録に加えなかったと述べている。  

この調査における種の同定は田中茂穂（東京帝  

国大学）並びに川村多賓二（京都帝国大学）の  

両博士に依換したとある。この目録は和名と方  

言を併記し学名を用いていないので今日の分贋  

基準とのつきあわせが困難である。しかし，当  

時田中の執筆した日本動物図鑑（1933）と1951  

年に復刊された原色日本魚炉図鑑（初版は1931  

年）を参考に同目録を検討してみる。   

シマドジョウの学名ほ前著においてはCoわi亡£s  

biwaeJordan ＆ Snyderが後著ではC▼  

£αe花ぬが採用されている。現在の分額基準にい  

うスジシマドジョウ（（ぁわ££i5亡αe7も£α ぶ亡riα£α  

1keda1963）がシマドジョウ（C．わe∽αe  

Jordan ＆ Snyder）から分離される以前の  

用法であることから，当時の「シマドジョウ」  

は2種を含んでいた可能性がある。タナゴ炉を  

みると，ゼニタナゴ（乃eぴぁper云ZαJr岬㍑S 亡）p弘ぶ  

Bleeker），タナゴ（AcheilQgnathusTnOTjL）hae  

Jordan et Schlegel，後著ではA小 tabira  

とした），ヤリタナゴ（A．孟花己ermedよ弘m（Temい  

et schl．），後著では A．．ま1花£e′・medねとした）  

の3種を田中ほあげている。このうち「ヤリタ  

ナゴ」は現在の同種A．laTWeOlata（Tem．et  

Schl．．）とみなすことができる。「ゼニタナゴ」  

の学名は現在もそのまま，「タナゴ」でほA．  

TnOT・iohaeJordan et Thompsonが用いら  

れており，中村（1963）によると，両種とも  

に関東・東北地方のみに分布することが報告さ  

れている。次ぎに「モロコ」であるが， 当時の  

モロコ（G乃αとたの卯gO花mα．γedαe（Jordan  

et snyder），後著ではG．eヱ07喀αと鵬とした）  

は現在のクモロコやイトモロコを含めて同種と  

している。   

坂口（1945）は栗林公園の他の魚類相を調査  

し手書きの報告書を残している。同報告書にほ  

地中の魚類相として，飼育下のコイのはかにゲ  

ンゴロウブナ，フナ，タナゴ，ヤリタナゴ，モ  

ロコ，モツゴ，カワムツ，ハス，ドジョウ，シ  

マドジョウ，ナマズ，ウナギ，ウキゴリ，ヨシ  

ノポリ，ドンコ ，メダカの16種を記録され，同  

時打「香川県産淡水魚目録及び其の分布」が付  

けられ，上記以外の種炉としてアユ，アカザ，  

スジシマドジ ョウ，ホトケドジョウ，ゼニタナ  

ゴ，イトモロコ，タモロコ，アブラハヤ，クP  

ハヤ？，オイカワ，ヒガイ，ウグイ，コイ，オ  

ヤニラミ，カジカ，チチブ，スナヤツメ，ワカ  

サギの18種をあげ合計34種の生息を記録してい  

る。しかし，坂口はこれらの種額のうち，ゲソ  

ゴロウ■アサ，モロコ，ハス，ヒガイ，ウグイ，  

ワカサギほ移入種であると述べているので，こ  

の6種とスナヤツメを除くと在来種は27種とな  

る。坂口が如何なる基準によって種の同定をお  

こなったかは不明だあるが，彼のリストにほシ  

マドジョウとスジシマドジョウは区別され，モ  

ロコ棋もモロコ，クモロコ，イトモロコに・区分  

されている。モロコについては「琵琶湖より移  

入放魚したものが，繁殖分布したもので」とあ  

り，現在のホンモロコ（G几α£／わpogoJICαer比ヱe－  

scens（Sauvage））の可能性もある。タナゴ  

炉については坂田と同じく3種としているが，  

タナゴについて「発育不良で，体長50m以下の  

もの約50匹位．捕獲された」とあり，その大きさ  

から考えて，現在も栗林公園他に生息するバラ  

タナゴ（ガゐムde弘ぶ（兄．）のCegZα亡びS（Kner）r。  

sTnithi（Regan）を指すのではないかと考え  

る。またゼニタナゴほ「坂田勲氏調査」と付記  

があり，恐らく前掲の坂田論文からの引用と思  

われる。なお，イトモロコ，クロハヤ及びスジ  

シマドジョウについてほ「中村守純氏調査」と  

付記され，著者自身の資料によるものでないこ  

とを示している。   

翌年に発表された岡田・中村（1946）は四国  

と淡路島の淡水魚13科45種を報告している。そ  

のうち，香川県に分布すると記載されている魚  

種は，メダカ（4pgoc九dZぴざ払毎es（T．etS．）），  

アカザ（Liobagrus reiTu Hilgendorf），ヤリタ  

ナゴ（Acゐeよgog几α亡ゐαβヱα花CeO払とα（T．etS．）），  

アブラボテ（Acゐeig呼花α£ゐ揖gimわαとα（T．et  

S．）），クモロコ（G花α£ゐopogoJl eZo′乙gα£混ぶ  
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eZo喝αと鵬（T．etS．）），イトキロコ（G．gr・αCiょね  

（T…et Sl．）），ムギツク（Pα喝と以7堵iα ゐerzi  

Herzenstein，前出の坂田から引用），モツゴ  

（Pぶ勒dorαβわorα pαrUα（T．et S．）），アブラ  

ハヤ（〟orのCO ぶとei乃血cゐ乃er£（Sauvage）），  

オイカワ（Zdccopヱαとツタ以さ（T．etS．）），カワム  

ツ（Z．とemm払cゐ菖i（T．et S．）），カワバタモロコ  

（助mなrαmmOq）pr・ねr・α5わoreJgαFowler）），  

フナ（αrαββ去αぶCα和ぶ5iぴS（L．）），コイ（qγ－  

p九乃αS Cα岬io（L．）），ドジョウ（弧呼αrα花㍑S  

α花g混£gg£cα昆dαとαS（Cantor）），ホトケドジョウ  

（LeftEa eChigDniaJordan et Richardson），  

シマドジョウ（Coわ£f£ぶ みi∽αeJor・dan et  

Snyder），スジシマドジョウ（C．£αのぬsと血藍αIkda），  

オ■ヤニラミ（Coreqpercαゐα∽αmeわα・£（T．et  

S．）），カジカ（Cottus pollua Giinther），ドン  

コ（肋gαr・弘花血0ぁさC弘rα（T．et S．）），ヨシノポ  

リ（Goむ£払S ぷ£m孟Ziぶ（Gill）），ウpハゼ（Ggosぶ0－  

goわ£αβむrα花花飽S（’℃etS．））の23種である。こ  

の報告の－・部に．香川県に関する次のような興味  

ある記述があるので再録しておく。第1にタ・モ  

ロコについて「・・香川県水産試験場山田技師  

の談によれば，従来同県内にも産しなかったが  

拾数年前に本州より移植して以来繁殖した由。  

・・」と移入種であることを述べている。フナ  

についても「四国・淡路島に．は普通に見られ，  

各地産共体高やや高く，銀白色を呈し，所謂  
くtギソブナ’’であるが ，‥・香川県等の溜池  

にはへラブナ（ゲンゴロウブナの養成品種）を  

放毒し，繁殖しつつある。‥」と当時の溜池  

での養魚の様子を記載している。また同報告の  

要約の文中で「・・高松市付近でほ近年に／至り  

オイカワが移植せられ，著しい繁殖を遂げてい  

る。・・」ことにも触れている。香川県では当  

時から淡水魚の移植が盛んに行われていたこと  

は坂口（1945）の報告と併せて確かなことのよ  

うである。  

1970年代一書川用水完成以前一   

筆者等が新たに県下の淡水魚輝相の調査研究  

を開始したのは1971年の土器川（川田ほか1972）  

であった。香川用水建設も進み，近く吉野川の  

河川水の流入が予定され，その後に魚類相に生  

ずるであろう変化を捕え．るための現況調査であ  

った。調査対象は，香東川・綾川（須永はか  

1972），財田川・金倉川・大束川（植松ほか  

1972），鴨部川・春日川（川田他1973），伝  

法川・殿川（伝法川支流）・曽江．谷川・横川（吉  

野川の2支流）（須永ほか1973），小田池・  

衣掛池・平地・辻堂池・大池・野間池（植松ほ  

か1973），杵田川・湊川（川田ほか1974）  

の11河川，3支流と6個所の溜池とし，香川用  

水完工までの調査を終えた。その後も調査は継  

続され，金倉川・土器川などの再調査（黒田・  

須永1974，植松ほか1975，川田はか1975）  

や高瀬川・本津川・津田川（川田はか1976，  

植松はか1976）の調査を加えていった。以上  

の河川や溜他の淡水魚相の調査結果ほ植松はか  

（1979）に．まとめて報告されている。この報告  

によると，移入魚のブルーギル（エ申OmiβmαC⊥  

r0虎九β）， オオクチパス（〟icr叩£er乙Jざ  

ぶα′mo最eざ），カダヤシ（Gαmわαβiαq／／i几£ざ），  

アマゴ（Sαヱmo（0花eOrカッ花CゐぴS）mα80α  

mαCr・05£0〝1以8），ワカサギ（軸omeβ㍑β £rα花一  

叩αC孟ル仇娼f．花如0花e7之5ね），カムルチー（αα几α  

（q）ゐね印ゐαgαS）αrg乙路），ゲンゴロウブナ  

（仇rαぶ8iαぶCαUierよ），オ■イカワ（ゐccopgα仁一  

）pU8）の8種を含め，汽水域に出現する16魚  

種を除いて合計36種が生息するとした。なお小  

豆島のオイカワの分布についてほ尾島（1977）  

が，香川県本土での分布についてほ須永（1982）  

が報告している。また採集記録はあるが自然繁  

殖はしていない魚種として，ニジマス（5αgmO  

岱α～仇0）〝砂ゐゐ），ソウギョののOpゐαγ釘†昭0（gOケも  

宜血肋），ハクレン（鞄pop如九d竹房¢如九封β  

刑0摘γ如），カマツカ¢さ勒dogoあゎ『さ飽dogめゐ）  

β80Cあ‰8），ウグイ（ん剃正郎鵬（mあogo（gOγ乙）  

九αた0融β）の5種をあげている。最後に植  

松ほか（1979）ほ香川用水による吉野川からの  

移入魚に触れ，金倉川と湊川へのオイカワの出  

現（それぞれ1973，1978）や，財田州でのカマ  

ツカ（1978），春日川でのウグイの描猿（1977）  

をあげている。  
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図1．香川県の河川分布図．囲中の数字は河川番号（本文及表1参照）を，鎖線は香  

川用水の幹線をしめす．  

るが（香川県環境保健部1981，1982，1984，  

1985，1986，1987，1988），ここに整理して  

記述することにする。  

1980年に調査方法等の検討のため土器川（12，  

以下の文中河川名の後に付けた数字は河川番号  

である）を対象として実施した後（須永・植枚  

1981），翌1981年は弘田川（9），桜川（10），金倉  

川（11），大束川（13），綾川（14）及び五色台周辺  

の青海川（15），玉川（16），亀水川（17），住吉川  

（18）の9河川を調査し，前年の土器川を含めて  

取りまとめた（須永・植松1982）。1982年ほ  

四方豊川（1），吉田川（2），唐井手川（3），稗田川（4），  

財田川（5），江尻川（6），城下川（7），高瀬川（8）の9  

河川を（須永・植松1984），1983年は本津川  

（19），香東川（20），詰田川（21），新川。春日川  

（22），相引川（23），牟礼川（24），長者川（25），  

1980年代一香川用水完成以後－  

り 香川県自然環境保全指標策定事業と淡水魚   

分布調査  

1980年代に入ると香川県でほ自然環境保全対  

策を総合的，計画的に推進するための基礎資料  

を得るために「自然環境保全指標策定事業」が  

実施された。この調査ほ植生，ブナ科植物，水  

生植物，哺乳類，爬虫頬，両生類，魚類，鳥類，  

トンボ額チョウ類，底生動物（淡水域），海岸  

生物について県下全域（図1）の分布調査を逐  

次実施し，この資料をもとに自然度評価を行う  

ものであった（香川県1988）。筆者らはこの  

調査の一層として淡水魚の分布調査を1980年か  

ら1985年まで河川について，1986年には新川水  

系に分布する溜他について実施した。これら膨  

大な調査結果ほ報告書として既に発行されてい  
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表1．香川県の河川別流程（加），流域面積（畑）及び淡水魚類分布－・覧  

（表中の△は1970年代の，○ほ1980年代の採集記録を示す）．  

河川番号  1  2  3  4  5  6  7  8  9   10   11  
河川 名   四堂方川 吉田川 唐井手川 椎田川 財田川 江尻川 城下川 高瀬川 弘田川 桜 川 金倉川  
流 程1）  1。350  5026  53釦 16－023 32518 1500  － 15434 7501 43鋤 20500  
流域両横1） 17  63  41 560 1550  43  －  643  337 106  亜5  

魚種名  
アマゴ  
ニジマス  

アユ  

ワカサギ  

ギソブナイフナ頬）  0  0△  ○△  0   0  0△  ○  0  0△  

′、ス  

オイカワ  
カワムッ  
クモロ コ  

○△  0  
0△  0  
0△  ○  

○△ （⊃△  
（⊃△  ○△  

0   0△  
0  

0  0  
△   

0  0   0   0△  

イ ヤモロコ  
スゴ・モロコ  
モツゴ  

ムギツク  
カマツカ  
ニゴイ  

○△  

○△  0  0  

タカハヤ  
アブラボチ  
ャリタナゴ  
タイリクバラタナゴ  
ニホソバラタナゴ  

マドジョウ  
シマドジョウ  
スジンマドジョウ  

ホトケドジョウ  

○  0  
0△   

△  

○  

○  

○△  0  0  0  
0  
0  
0△   
△  

マナマズ  

アカザ  
ハゲギギ  

メダカ  
ウナギ  

0  0  

カジカ  
ンPウオ  

ミ ミズハゼ  
■7べハゼ  

マハゼ  

（〕  

0  
0   0  0  

アシシ′Pハゼ  

ウキゴリ  
ビリソコ  
チチブ  
ヌ・マチチプ  

○△   

0  0△  

○  
（⊃   0  
0△  ○  

△  

シ′マハーぜ  
ヨシノポリ  
カワヨシノポリ  
ゴクラクノ、ゼ  

トンコ  

（⊃  0  0△  

○△  0   0  00  

0  0   0  

○△  ○△  
0  0  0  カムルチー・  

オヤニラミ  
ブル・－ギル  

オオクチ′ミス  
サッパ  

△  

ヒイラギ  
クPダイ  

ポラ  
メナダ  
コトヒキ  

○  
△  

1）香川県（1985）．河川現況調畜から引用  
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表1．．（続）．  

河川番号  
河川 名  
流  程  
流域面積  

12   13  14   15  
土器川 大束川 綾 川 青海川  
32357 17201 38213  4987  
140 O 55 1 130 3 14 6 

16  17  18   19  20   21  
玉 川 飽水川 住書川 本梓川 香東川 詰田川   
0900  2474  33（氾 21620 32989  4670   
23   23   6，0  51．1 1196  31‖6  

魚種名  

証  
0  
0△   

アマゴ  
ニジマス  

アユ  
ワカサギ  

△  ○  ○  
○  

ギソブナ（フナ頬）   0  0△  ○△  ○  ○  0  0△  ○△  ○  
△  ○  コイ  

′ヽス  
オイカワ  
カワムッ  
クモロコ  

0  
0  0△  ○△  0  
0  0△  ○△  0  
0  0△  ○△  ○  

0  
0△  ○△  
○△  ○△  
0   0△  

○△  
0  
0△  0  
0△  
○  

イトモロコ  
スゴモロコ  
モツゴ  
ムギツク  
カマツカ  

0  0△  
0  
0  

○  △  

○△  

0  
0△  
○△  
○△  ○  

ニゴイ  

タカハヤ  

アブラボチ  

ャリタナゴ  

タイリクバラタナゴ  

0   

0  0  

ニホソバラタナゴ  

マドジョウ  

ンマドジョウ  
スジシマドジョウ  

ホトケドジョウ  

○  △  ○△  
0  0△  
0  0△  
○  

○△   △  
0   0△  

△  
○△  

0  0  
0  

○△  マナマズ  
アカザ  
ハ〆ギギ  
メダカ  
ウナギ  

○△  ○△  0   0   0   0  0△   △  ○  
○△  △  

○  カジ・カ  
シ′pウオ  

ミ ミズハゼ  
アべハゼ  
マハゼ  

0  
0△   

△   
△  ○  

○△   △  

○△  

○△   
△   

○△  0  0  

アシ′・ンPハゼ  

ウキゴリ  
ビリソゴ  
チチプ  
ヌマチチブ  

○  △  

・ンマハゼ  
ヨシノポリ  
カワヨシソポリ  
ゴタラクハゼ  
ドンコ  

○△  ○△  0  
0△  
△  

0   0△  

0  0   0△  
0  0△   

0  0  0△  
カムルチー  
オヤニラミ  

○  

○△  
プル－ギル  

オオクチパス  
サッパ  

○△   

0   0  

ヒイラギ  

クロダイ  
ポラ  

メナダ  
コトヒキ  
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表1（続）．  

22  23   24   25  26  27   28  29   30  31  

新 川・春日川 相引川 牟礼川 長老川 下井手川 大橋川 鴨部川 津田川 梅 川 番屋川   
18693  5010 1－800 1600 1750  0950 222乃 15022 0誹）0  4567   
1319  116   48   46   23  32  680  437  12  133  

河川番号  
河川 名  
流  程  
流域面積  

魚種名  
アマゴ  
ニジマス  

ア＝L  

ワカサギ  △  

0  0  0△  ○△  ○   ギソブナ（フナ煩） ○△  0   0  
△  △   

○△  ○△  0  
0△  ○△  

○△  ○△  

コイ  
′ヽス  
オイカワ  
カワムッ  
クモロコ  

（⊃△  0  
0△  0  
0△  ○  
△  

△  0  

0  0  

△  △   

0  0△  ○△  

○  

イ トモロコ  
スゴモロコ  
モツゴ  
ムギツク  
カマツカ  
ニゴイ  

タカハヤ  
アブラボチ  
ャリタナゴ  

0   0△  

△   

タイリクバラタナ∵ゴ ○  
△  
○△  
0  
0△  

ニホンバラタナゴ  ○△  

マドジョウ  △  

ンマドジョウ  ○  
スジシマドジョウ  ○△  

ホヤケドジョウ  

○△  ○   
△  

○△  

0  

0△  ○   
△  

0  

0  0△  
△  

マナマズ  
アカザ  
ハゲギギ  

メダカ  
ウナギ  

○△  0  0  

カジカ  
シロウオ■  
ミ ミズハゼ  
アべハゼ  
マハゼ  

△  

△  △  
アシ㌧／Pハゼ  

ウキゴリ  
ピリンゴ  

チチブ  
ヌマチチプ  

△  

△  

△  △  

△  
○△  0  
0  0   

0△  ○  

シマハゼ  
ヨシノポリ  
カワヨンノポリ  
ゴクラクハゼ  
ドンコ  

○△  ○△  
○△  ○△   
△  
○△  ○△  

0  0  

カムルチー・  
オヤニラミ  
ブル・一ギル  
オオクチバス  
サッバ  

ヒイラギ  
クロダイ  
ポラ  
メナダ  
コトヒキ  
カネヒラ  
カワバクモロコ  
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表1‖（続）．  

河川番号  
河川 名  
流  程  
流域面積  

32  33   34  35   36  37  ：労  39  40  

与田川 湊 川 小海川 馬宿川 坂本川  曽江．谷川・日関谷川  伝法川 池田大川 豊栄川   
5694 18026  62（冶  8618 1765  8一．5∝）  7893  2513   0830  

172   516  120  205   23  152  188  69  

魚榛名  
アマゴ  
．ニジマス  

アユ  △  
ワカサギ  

ギソブナ（フナ煩） 0  0△  0   0  △  ○△   ○  
コイ  
ハス  
オイカワ  ○  
カワムツ  0  0△  ○  
クモロコ  

イ トモロコ  
スゴモロ コ  
ーモ ごノ コ  
ムギツク  
カマツカ  
ニゴイ  

タカハヤ  
アブラボチ  
ャリタナゴ  
タイリクバラタナゴ  
ニホソバラタナゴ  

マドジョウ  
シマドジョウ  
スジ‥ニンマト■ジョウ  
ホトケドジョウ  
マナマズ  

アカザ  
ハゲギギ  

メダカ  
ウナギ  

0   0   0  ○△   ○  

カジ・カ  
シロウオ  
ミ ミズハゼ  

ア〈ミハゼ  
マハゼ  
ア・ンシPハゼ  

ウキゴリ  
ビリソゴ  

チチプ  
ヌマチチブ  
シマハゼ  

ヨシノポリ  0  0△  
カワヨシノポリ  0  0△  
ゴクラク′、ゼ  △  
ドントコ  △  

0  0  

△  

0  0  

カム′レチ・－  

オヤニラミ  
プル・－ギル  

オオクチバス  
サッパ  

ヒイラギ  
クロダイ  
ポラ  
メナダ  
コトヒキ  
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表1．（続）．  

河川番号  
河川 名  
流  樫  
流域而層  

41  42  43    44  45  46  47    亜    49  50  

兢 川 春田ノーl別当川 片城川 安田大川 橋川・準 城石川 森庄川 伊豆川 東吉田川   
0鋸0 1，1（刀  3966 18〈茶  2699  - O 430 O 663 0890 5 026 

2，0  1。4   87   33   6“5  22   41  15   63  

魚種名  
アマゴ  

ニジマス  

アユ 

ワカサギ  

ギソブナ（フナ煩）  0  0  
コイ  
′ヽス  
オイカワ  
カワムッ  
クモロコ  
イトモロコ  
スゴモロコ  
モツゴ  

ムギツク  
カマツカ  
ニゴイ  

タカハヤ  
アブラボチ  
ャリタナゴ  
タイリクバラタナゴ  
ニホンバラタナゴ  

・マドジョウ  

シマドジョウ  

スジシマドジョウ  

ホトケドジョウ  

マナマズ  
アカザ  
ハゲギギ  

メダカ  
ウナギ  

0   0   0  
0  

カジ・カ  
ンロウオ  
ミ ミズハゼ  
アべ′、ゼ  

マハゼ  0  0  
アシ∵／Pハゼ  

ウキゴリ  
ビリソゴ  

チチブ  
ヌマチチブ  
シマハゼ  

ヨシノポリ  0  0   0  0  0  0   0  0  
カワヨシノポリ  
ゴクラクハゼ  ○  
ドソコ  
カムルチー  
オヤニラミ  
ブルー・ギル  
オオクチバス  
サッバ  

ヒイラギ  

クPダイ  
ポラ  

メナダ  

コトヒキ  

－103－   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



表1‖（続）．  

51  52   53  54  55  舐  

東 川 桂 川 橋 川 春日川・準 現川・準 豊・春日川  河川計  
1140 1∝旧 3927  12（旧   

20   56   76  

河川番号  
河川 名  
流  程  
流域面帯  

魚種名  
3  

1  

4  

1  

36  

アマゴ  

ニジマス  

アユ・  

ワカサギ  

ギソブナ（フナ類）  0  0  
10  

1  

22  

27  

18  

コイ  
′ヽス  
オイカワ  
カワムッ  
クモロコ  

0   0  

7  

1  

16  

4  

イ トモロコ  
スゴモロコ  
モツゴ  

ムギツク  
カマツカ  

2  

10  

2  

7  

2  

ニゴイ  

タカ′、ヤ  

アブラボチ  

ャリタナゴ  

タイリクバラタナゴ  
2  

11  

16  

5  

8  

ニホンバラタナゴ  
・マドジョウ  
シ・マドジョウ  
スジ‥ンマドジ ョウ  
ホトケドジョウ  

11  

2  

1  

35  
5  

マナマズ  

アカザ  
ハゲギギ  

メダカ  
ウナギ  

2  

1  

3  

3  

14  

カジカ  
シロウオ  
ミ ミズ′、ゼ  

アべハゼ  
マ／、ゼ  0  0  

1  

7  

8  

17  

1  

アシシロハゼ  

ウキゴリ  
ビリソゴ  

チチプ  
ヌマチチプ  

0  
0  0  

0
 
8
 
1
 
1
 
0
0
 
 

3
 
1
 
 
 
 
1
 
 

シマ′、ゼ  

ヨシソポリ  
カワヨシノポリ  
ゴクラクハゼ  
ドこ／コ  

0   0  0  

9
 
1
 
1
 
5
 
1
 
 

カムルチーL  
オヤニラミ  

ブルーギル  
オオクチバス  
サッバ  

1
 
3
 
1
 
7
 
1
 
 
 

ヒイラギ  
クPダイ  

ポラ  
メナダ  
コトヒキ  
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下井手川（26）の9河川を調査した（須永・植松  

1985）0ひきつづき1984年は大橋川（27），鴨部  

川（28），津田川（29），梅川（30），番屋川（31），  

与田川（32），湊川（33），小海川（34），馬宿川  

（35），坂本川（36）の9河川と県境を越えて吉野  

川へ流入する曽江．谷川・日関谷川（37）を調査し  

（須永はか1986），最終の1985年にほ小豆島  

地域（豊島を含む）の伝法川（38），池田大川（39），  

豊栄川（40），競川（41），春田川（42），別当川（43），  

片威川（44），安田大川（45），桶川（46準用河川），  

城石川（47），森庄川（48），伊豆川（49），東吉田  

川（50，（2）の書副lはの区別のため東の字を添え  

た），東川（51），桂川（52），橋川（53）の16河川  

及び豊島の現川（54準用河川），唐穂川（55準  

用河川），春日川（56同名河川との区別のため  

豊島春日川と仮称）を調査した（須永ほか1987  

－a）。この調査でも1970年代の調査と同様に，  

魚類の採集にほ1節10mmと8mmの2種顆の投網  

及び1節4mmの玉網を使用した。河川以外に溜  

他について1983年イ平地，南湖）と1987年に新  

川水系53個について調査を実施したが（須永ほ  

か1987－b），水系の性質の相違や調査方法が  

河川の場合とほ異なるので後述する。なお，以  

下に調査結果の検討に入るが，煩雑さを避けて  

本文中では原則として標準和名（宮地ほか1976）  

によって魚種名を表示し，学名との対応ほ付表  

として論文末尾に－・括して示すことにする。   

調査を継続した6年間に香川県下で採集され  

た淡水魚は54種であった（表1）。その内訳は  

海から来遊する周辺的淡水魚のシロウオ，ミミ  

ズハゼ，アべハゼ，マハゼ ，アシシロハゼ，ど  

リンゴ，チチプ，・ンマハゼ，サッ／く，ヒイラギ，  

クロダイ，ポラ，メナダ，コトヒキなど14種，  

及び近年（過去10数年間）に移入されたニジマ  

ス，オオクチバス，ブル・－ギル，タイリクバラ  

タナゴ，ハス，カマツカ，スゴモロコ，ニゴイ  

の8種が含まれている。   

総計56の河川を水系の異なる吉野川支流を除  

き，香川県本土側36河川，小豆島・豊島19河川  

に分け，上述の周辺的汲水魚14種を除く40種に  

ついてその分布を検討してみよう。本土側河川  

に最も多かったのはギソブナ30河川，メダカ26  

河川，次ぎに多かったのがヨシノポリの22河川  

となる。そしてカワムツの21河川とオイカワの  

18河川が続く。－L方，小豆島地域でほヨシノポ  

リが14河川に分布し，ついでメダカ9河川，ギ  

ソブナ6河川の順であり，その後にカワムツ5  

河川，オイカワ3河川と続く。順位は入れ換わ  

るが，小豆島地域においてもこの5種が最も広■  

く分布する種であくことほ同じである。   

これら応分布の魚種とほ逆に．，分布河川の少  

ない魚種についてみると，移入魚種や周辺的淡  

水魚を除くとオヤニラミ（土器川），アブラボ  

テ（綾川，木津川），パラタナゴ（春日川・新  

川），アカザ（財田川，土器川），カジカ（土  

器川，香東川），ムギツク（金倉川，土器川，  

綾川，香東川）があげられる。いずれの魚種も  

流程20km以上の河川に．のみ生息し，ことにアカ  

ザとカジカはその上流部にのみみられる。各河  

川ごとに分布する魚種数を河川の規模（流程と  

流域面積）にてらして較べてみると（図2），  

最も魚種数の豊富なのほ綾川と土器川の28種，  

ついで財田川23種と香東川の21種である。いず  

れも流程30加，流域面積100k戚を超える河川で  

ある。流程20km以下10km以上の河川（6河川）  

でほ流域面積の最も大きい新川・春日川（131  

崩）の22種が最大で湊川の8種が最も少ない。  

以上に紹介した河川以外は流程10如こ満たない  

23の小河川であり，魚種も弘田川の11種が最高  

である。水野（1972）は河川の規模を流程で表  

示し生息魚種数と対比すると直線関係があらわ  

れることを報告して－いるが，今回の結果も囲2  

のように同様の傾向を示した。  

2）その他の淡水魚分布調査  

1980年代ほ香川県下で瀬戸大橋建設とこれに  

関連する交通網の整備，新高松空港建設等の大  

型建設事業が押し進められた。こうした大規模  

開発と自然環境の保全を如何に対応させるかを  

問うこととなる。各種の生物分布状況調査が様  

々な形で実施され，前述した香川県自然環境保  

全指標策定事業と平行して－淡水魚についても数  

々の報告がなされている。   

植松（1981）は宇多津町と坂出帯にかかる大  

束川下流と付近の溜他の魚額7科15種を報告し  

－105－   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



A
 
 
 

●  ●  

0
 
 

2
 
 
 

茹
 
琴
一
宇
 
毒
 
牙
 
 

●  

●  

●  

●  

●  

●■  5  

●  

B  ● ●  ●  

／   

●  ●  ●   

●●■  ●   

●lI  

● ●  

●  

● ● ●●●  ●●  

●   ●●●  
●●－●●   
●   ●  

10  

木 川 の泳穏 （Km）   

図2．河川の本川流程と生息魚種数（周辺的淡水魚は除く）の関係．Aほ香川県本土   

地域の，Bほ小豆島・豊島地域を示す．  

平地，辻堂池，大池及び野間他の調査報告（植  

松ほか1973）がある。1980年代には前述した  

香川県自然環境保全指標策定事業の一・部として  

の新川水系の53個の溜他についての報告（須永  

他1982）及び小田池（植松1981b）と国市  

池（川田1981），高松市三谷剣山塊の数個所の  

溜池（植松1988）についての報告がある。溜  

池は人工的に建設され管理されて釆た水系であ  

り，個々の溜泡ごとに利用状況も異なる。漁業  

権の設定された弛も多く養殖業者によってフナ  

類やコイを中心として他府県からの魚苗の導入  

も行われている（植松ほか1973）。したがっ  

て先に河川の魚煩相について試みたような相互  

比較ほ溜他の場合余り意味をなさないので，こ  

こでは小田他の魚額相1972年と1980年の比較  

（植松1981b）と新川水系の53個の溜他の魚  

類相の特徴点を紹介するに．とどめる。   

植松（1981b）は8年の間隔を置いた2回の  

調査結果を比較し，小田池の魚摂相として9科  

25種をあげている。その内訳をみると，2回と  

た。また植松（1981－b）は小田池を調査し，移  

入魚のハスと四国で初めてのタイワンドジョウ  

の生息を確認した。川田（1981）ほ国市池を調  

査し，7科14種の淡水魚の生息を確認し，この  

なかには移入されたテラピアが含まれていた。  

大高（1985）ほ満濃池と繋がる金創Ilと比較の  

ために付近の土芳川中流を調査し，満濃地下流  

側の金創Il支流（深田川）からカワバタモロコ  

の生息を，また満濃他に注ぐ金倉川本流からハ  

スの成魚の生息を報告し，併せて満濃地金倉川  

水系でのアニ1の再生産の可能性を指摘した0   

植松（1983）は財田川からタイリクバラタナ  

ゴの分布を報告し，さらにその後に判明したバ  

ラタナゴ（別称ニッポソバラタナゴ）の分布を  

併せて報告している（植松・安芸1984）。   

真鍋（1988）は新川（22）における同種の生息  

に閲し，ヌマガイの分布との関連について報告  

した。  

3）溜池の淡水魚類相   

溜他の魚叛調査は1970年代の小田池，衣掛池，  
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みならず汲水魚に．とっても好適な変化をもたら  

したといえる。今日みられるカマツカ，ウグイ，  

ニゴイ，ハス，スゴ・モロコ，ハゲギギ等の侵入  

と定着は進みつつあるとみてよい。これらの魚  

種にとって1香川県下の水系に生育条件が備わっ  

てこ釆たとみる見方とともに，今後も絶えず青野  

川からの侵入が続くと見られるからである。   

汲水魚の移植ほ昭和初期から試みられており，  

オイカワ，タモロコ，ゲンゴロウブナ（へラブ  

ナ，主として大阪府の養殖品種のカワチブナ  

ほ現在も移入されている）は定着した。カムル  

チ・－，オオクチソミス，ブ／レーザル，カダヤシ等  

の外国産魚種も移入され，今日すでに香川県下  

の水系に定着した。これらの魚種の定着過程に  

おいて養殖池として溜池が果たした役割は大き  

い。多くの溜池を持つ香川県の水系での淡水魚  

研究にとって溜池と河川を1つの系として捉え  

る視点が重要であると思う。   

新たな移入種を加えて構成される汲水魚炉群  

集がどのように変遷していくかを今後とも注意  

深く見守っていくことほ魚炉生態学研究の興味  

ある課題でもあり，かつ自然環境保全の指標観  

測としての価値をも含んでいるものと考える。  

文  献  

安芸昌彦・福家英樹．1989．財田川（香川県）   

で採集されたハゲギギ．香川生物（15・16）．   

印刷中．  

蒲原稔治．1961い原色日本魚類図鑑（改定版）．   

保育社．大阪．  

香川県．1985河川現況調書（昭和60年8月1   

日現在）．  

川田英則・須永哲雄・植松辰美．1972．香川県   

の淡水魚1．土器川．香川生物（5）：71－76り  

∵・＋・＋ ．1973香川県   

の淡水魚4．鴨部川・春日川．香川大学教育   

学部研究報告冴 （221）：1－1乙  

・＋・＋ ．1974香川県   

の汲水魚7．稗田川および湊川．同上l，   

（232）：1－12  

∵・－－・＋ ．1974．香川県   

の淡水魚10．タカハヤの分布と渓流域の補足  

も採集されなかったがかつて地付近に普通に見  

られたアブラボテ，ヤリタナゴとドンコ，1回  

目には採集され2回目に．ほ採集されなかったワ  

カサギ，バラタナゴ，カムルチ－，2回とも採  

集または観察されたウナギ，カワムツ，オイカ  

ワ，クモロコ，モツゴ，コイ，ギソブナ，ゲン  

ゴロウブナ，ドジョウ，マナマズ，メダカ，ヨ  

シノポリ，ウキゴリ，ブル・－・ギルの14種と2回  

目に・採集されたハス，ヒブナ，タイワンドジョ  

ウ，チチプ，シマドジョウである。この結果を  

踏まえて植松は1回目と較べて1）モツゴ，ヨ  

シノポリ，オイカワ，カワムツの個体数が少な  

いことや 2）採集されなかったカムルチ・－・と新  

たに確認されたタイワンドジョウの関係の今後  

の検討の必要性等を述べている。   

新川水系の53個の溜池からは刺網，投網，玉  

網による採集と聞き込み調査によって7科18種  

余の淡水魚が報貸された（表2）。これらの溜  

他に最も普通に見られる魚種はヨシノポリ，ブ  

ル・－ギル∴フナ摂の3種でそれぞれ59．59乙，56．  

8％及び405％の溜池に生息し，これに次いで  

モツゴ，オ：オクチバス，カムルチ・－の243％，  

21い6％，189％であった。これら上位6種の中  

にブル・－ギルとオオクチバスが含まれることと，  

特に．後者ほ香川県に移入が確認されて－からわず  

か数年にして上記のような分布拡大が見られた  

ことは注目される。  

まとめに代えて   

これまでに香川県における淡水魚類の研究を  

紹介しつつ魚類相の変遷について述べてきた。  

香川県ほ気候的にも地形的にも水の乏しい条件  

下にあり，淡水魚の生息にとって好条件ほ備わ  

っていなかった。香川県の淡水魚類相が四国4  

県のうち最も限定されたものであったのもこの  

ためである。また水資源の不足は人々の水利用  

の強度を極めて高いものにし，淡水魚の生息ほ  

絶えず強い人為的影響の下に置かれて来た。か  

ってごく普通に見られたタナゴ類やモツゴの引  

き続く減少は恐らく河川や用水路の改修と無関  

係では無かろう。  

1970年代の香川用水の建設は人々を潤したの  
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調査．同上Ⅶ 25（2）：57－65 

∴・∴・∵ ．1974．香川県   

の淡水魚11い高瀬川，本津川および津田川・   

同上Ⅶ 26（2）：113－121 

∵・∴・∴ ．1974香川県   

の淡水魚10．タカハヤの分布と渓流域の補足   

調査．同上Ⅶ 25（2）：57－65  

．1981国市池及び周辺地域における   

淡水魚炉・両生類・爬虫類に関する基礎調査．   

国市他生物調査報告書：51－58香川県．  

黒田章義・須永哲雄．1974香川県の淡水魚8．   

金倉川におけるカワムツ ZαCCO 亡emmi花Cゐi  

（Tem．et Schl．）の生態一食隠．生長，分布   

に．ついて－．香川大学教育学部研究報告Ⅷ  

（233）：1－12 

真鍋晃造．．1983．新川におけるバラタナゴ・ヌ   

マガイの分布と環境条件について．香川県自   

然科学館研報 （10）：17－24 

宮地伝三郎・川郡部浩哉・水野信彦．1976 

原色日本淡水魚炉図鑑（全訂新版）．保育社，   

大阪．  

水野信彦・御勢久右衛門．1972．河川の生態学．   

築地書館．  

中村守純．1963‖原色淡水魚類検索図鑑．北隆   

館．  

尾島邦昭．19汀 小豆島における淡水魚額相の   

研究－オイカワとカワムツの分布について－  

（その1）．清心中学校・清心女子高等学校   

紀要．Ⅳ：75－91 

岡田弥一・郎・中村守純．1946．四国及汲路島に   

おける淡水魚とその分布．資源研短報．（7）：   

1－11 

大高裕幸．1985国営讃岐丘陵公園の汲水魚類．   

国営讃岐丘陵公園動植物現況調査報告書（香   

川動植物の会）：21－26  

坂口清一∴1945栗林公園内の他の主要動物相．   

附香川県産淡水魚目録及其の分布．．（プリン   

ト）．未発表．  

坂田 勲．1936香川県の淡水魚に就いて．香   

川県博物学全会誌1，12－15  

須永哲雄・植松辰美・川田英則．1972 香川県   

の淡水魚2．香東川・緑川．．香川大学教育学   

部研究報告．Ⅶ （211）：1－9．  

・＋・＋ ．．1973香川県   

の淡水魚5．伝法川・殿川および曽江．谷川・   

横川．同上Ⅶ，（222）：1－8  

＋・∵－ ．1981い土器川における淡   

水魚の分布．香川県自然環境保全指標策定事   

業調査研究報告書（土器川水系）：93－97 

．1982い淡水魚数種の香川県への近年   

における移入とその分布．香川生物（10）：   

111－114 

・植松辰美．1982．香川県中讃西部地   

域における淡水魚頬の分布．香川県自然環境   

保全指標策定調査研究報告書．（香川県中讃   

西部地域）：243－262  

＋・＋ ．1984．香川県西讃地域に   

おける汲水魚群の分布．同上（香川県西讃地   

域）：157－166 

＋・＋・ 河内直人・大高裕幸．  

1985香川県中讃東部地域における淡水魚炉   

の分布．同上（香川県中讃東部地域）：194   

－205 

＋・＋・ 大高裕幸・河内直人．  

1986い香川県東讃地域における淡水魚類の分   

布．同上（香川県東讃地域）：175－184  

＋・ 吉田時子・大高裕幸・倉沢 均・河   

内直人・植松辰美．1987a．香川県小豆島地   

域に．おける淡水魚の分布．同上イ香川県小豆   

島地域）：121－129  

＋・＋・ 倉沢 均・大高裕幸・河   

内直人．1987b．同上（新川水系のため池）   

：53－59  

∴・ 植松辰美・大高裕幸・河内直人・倉   

沢 均・吉田時子．1988 淡水魚からみた香   

川県の自然度．同上（自然度評価の総括）：   

73－86 

田中茂穂．1933，日本動物園鑑，魚炉．北隆館小  

．1951原色日本魚額図鑑．風間書房．  

植松辰美・川田英則・須永哲雄．1972香川県   

の淡水魚3．財副11，金倉川および大束川．   

香川大学教育学部研究報告l（212）：1－12 

＋・＋・∵ ．1973 香川県   

の淡水魚6．小田池，衣掛池，平地，辻堂池，  
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大池および野間池．同上l（23）：1－10  

＋・∴・∴ ”1975香川県  

の淡水魚9．雑録．同上Ⅶ 25（1）：21－29…  

＋・∴・∴ ．1978香川県  

の汲水魚12．津田川の補充調査．同上l，  

28（2）：55～60．  

∴・ ・須永哲雄・川田英則．1979小香川県  

の淡水魚．動物と自然9（1）：11－17。．  

川県側）自然環境調査報告書：47－52＝ 財団  

法人本州四国連絡橋自然環境保全基金．  

．1981b．小田他の淡水魚．小田他生  

物調査報告書：43叫53‖香川県．  

－－ ．1983．財田川（香川県）で採集され  

たタイリクバラタナづ．香川生物（11）：7－  

8 

－－・安芸昌彦．1984．香川県におけるバ  

ラタナゴ（別称ニッポンパラタナゴ）の分布．  

香川生物（12）：7－14 

．1988小高松市三谷剣山塊の魚類，両  

生・爬虫炸および甲殻類・水生軟体動物．高  

松帯三谷剣山塊動植物現況調査報告書（香川  

動植物の会）：15－29 

1979．香南台地の淡水魚．香南台地  

および高山の生物一番南台地および高山にお  

ける植物および動物の現況に関する基礎調査  

報告書－．：75－88い  

．1981a．聖通寺山・角山周辺の淡水  

魚と汲水水母．昭和55年度一般国道30号（香  
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付表・香川県産淡水魚一覧（宮地ほか1976の表記による）．  

科名・標準和名  学  名  備  考  

ヤツメウナギ科   

1．スナヤツメ  

イワシ科   

2…サツパ  

サケ科  

3…ニジマス   

4小アマゴ  

キュウリウオ科   

5．ワカサギ  

6りアユ  

コイ科   

7．．ウグイ   

8．タカハヤ  

9…カワムツ   

10‖オイカワ   

11ノ＼ス  

12．カワバタモロコ  

13．ソウギョ   

14ノヽクレン   

15…カマツカ  

16‖ヒガイ  

17．タモロコ  

181イトモロコ   

19．スゴモロコ   

20．ムギツク   

21．．モツゴ   

22ニゴイ   

23．コイ   

24．ゲ、ンゴロウブナ   

25いギンブナ  

Petromyzonidae   

LampetT・a（エenthenterL）n）r・eissTWT・i（Dybowski）  

Clupeidae   

Har・engula zunasiBleeker  

Salmonidae   

鮎gmo（Sαgmのノ叩γゐ£sβWalbaum  

（坂田 1936）  

移入（須永ほか1985）   

鮎gmのrO花Cのr々γ花CんぴわmαSのαmαCr（）ぶとのm乙‘5  

Gunther  移入（川田ほか1975）  

Osmeridae   

助po〝1e£ぴg fr・α那pαC≠／‡c弘5 Mcallister  

r．．花物0符e舶孟ぶ Mcallister  移入（坂口 1945）   

Plecoglossus altiuelis Temminck et Schlegel  

Cyprinidae  

移入？（植松ほか1979）  エe昆C言ぶC乙占S「コケよぁのgO（わりゐαぁの花跳ぶねGiintber  

餓の£よ花びS gαgの∽8ゐよf」・αり′C印ゐαg以8（Sauva岳e  

＆ Dabry）  

ZbccL）teTnTniTWhi（Temminck et Schlegel）  

Z．plat．ypus（Temminck et Schlegel）   移入（岡田ほか1946）  

Qpsariicht々ys unciT・OStris（Temminck et  

Schlegel）移入（坂口 1945）  

Ap々γのq）prよ5作ねmなrαmJ花のq）priぷノrαぶあoreggα  

（Fowler）  

CtenophaT・yngOdonidella（Valenciennes）  

伽qphthalTnict々γS TnOlitrix（Valenciennes）  

移入（植松はか1975）  

移入（植松ほか1975）  

鳥eudogL）biL）傲eudogobio）esL）CiTuLS（Temminck  

etlSchle酢1）移入（須永 1982）  

SdT・CL）Cheilicht々ys uariegatus（Temminck et  

Schlegel）移入（坂口 1945）  

GnathqpogL）n elo花gatuS elongatus（Temminck  

et Schlegel）移入（岡田ほか1946）  

Squalidus gT・aCilis（Temminck et Schlegel）  

移入（須永 1982）  S．chanhaensis biwae（Jordan et Snyder・）  

PuTqtungia heT・ZiHerzenstein  

魚eudwasbのra ParUa（Temminck et Schlegel）  

月em払αrわαS Zαわeの（Pallas）  

伽「£花α5CαrpわLinnaeus  

Cbrassius cuuieT・iTemminck et Schlegel  

C．gibeliolaTqSdorji（Valenciennes）  

移入（須永 1982）  

移入（岡田ほか1946）   
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付表．（続）．  

科名・標準和名  学  名  備  考   

移入（植松 1983）   26．．タイリクバラタナゴ   

27ノヾラタナゴ   

28、セリタナゴ  

29。アブラボテ   

301カネヒラ  

ドジョウ科   

31いドジョウ   

32．スジシマドジョウ   

33．シマドジョウ   

34．ホトケドジョウ  

ギギ科   

35ノ＼ゲギギ  

36．アカザ  

ナマズ科   

37．マナマズ  

メダカ科   

3臥メダカ  

グッピ・－・科   

39．カダヤシ  

タイワンドジョウ科   

40．カムルチ   

41‖タイワンドジョウ  

カジカ科   

42．カジカ  

スズキ科   

43．．オヤニラミ  

タイ科   

44いクロダイ  

シマイサキ科   

45．．コトヒキ  

バス科   

46．オオクチバス   

47．ブルーギル  

ヒイラギ科  

月ゐけde昆SrR加de乙Jわoceggα£αぶ（Kner）  

R．m．）ocellatus（Kner）f。Smithi（Regan）   

R．（Acheilognathus）laTWeL）latus（Temminck et  

Schlegel）   
R．（A．）limbatus（Temminck et Schlegel）   

R．げbracheilognathus）rhL）mbeus（Temminck et  

Schlegel）移入？（植松はか1975）  

Cobitidae   

α油壷〃蝕即m喝拍喝撼鞠胱血知 Cantor   

C．rC．ノ己αe花iα ⊥innaeus；r．．β£「£αとαIkeda   

C．（C）biwaeJordan et Snyder 

エヴ／わαCO5亡α£αCのぶfαとα（Kessler）f…eCゐな0花よα  

Jordan et Richardson  

Bagridae   

鳥e昆doわ喝r′αS（？eg亡eoわαgr弘S）ル抽drαCO  

（Richardson）移入（安芸・福家1989）   

LiL）bagT・uS T・einiHilgendorf  

Siluridae   

Silurus（劫rasilurus）asotus Linnaeus  

Cyprinodontidae   

OT：yZiaslatbes（Temminck et Schlegel）  

Poecilidae   

移入（植松ほか1979）  

移入（植松ほか1979）  

移入（植松1981b）  

Galnbusia qffinis（Baird et Girard）  

Channidae   

仇α肌αrqpぁわ岬ゐαg払わα増山ぶCantor   

C．rO．ノmlαe払gα£α（Lacepらed）  

Cottidae  

（加血S（CbuudhiLgeTuioTjiSteindachner et  

D6derlein  

Serranidae   

SinipeT・Ca（召ryuosuq）hawamebaT・i（Temminck  

et Schlegel）  

Sparidae   

Acの亡ゐ叩昭r・払S5Cゐg喀eg£（Bleeker）  

Theraponidae   

乃r叩0花．わrわαα（FoI・SSk呈1）  

Cetrarchidae   

MicropteT・uS SalTnOides（Lacepede）   

Lqpomis macT・OChiT・uS Rafinesque  

Leiognathidae  

移入（須永ほか1984）  

移入（植松ほか1973）  
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付表．（続）．  

科名・標準和名  学  名  備  考   

エe£昭花αぬさeq弘αヱα5（Forskal）＊  

Cichlidae   

乃g叩‡α mのぶぶαmあねαPeters  

Mugilidae   

Mugil（Mugil）cq）halus Linnaeus   

M．「乙izq）haematocheila Temminck et  

Schlegel  

Gobiidae   

Odontobutis obscuT・a（Temminck et Schlegel）   

T＞lidentiger c・bscuT・uS（Temminck et Schlegel）  

T＞identiger L）bscuT・uS（Temminck et Schlegel）   

f．bT・eU乙5p乙Tmis Katsuyama，Araiet Namura．   

r．£rなの花OC印ゐαg捉β（Gill）   

月蝕のgOわiαざgi弘ri柁弘S（Rutter）   

R，bruTmeuS（Temminck et Schlegel）   

月．ノgαmi花eぴ5（MiヱunO）   

Acα花亡加gのわよ払SrAcの亡ゐ√噂のあi払Sノ／gαUimの昆S  

（Temminck et Schlegel）   

A〔4boTnq）lactipes（Hilgendor・f）   

仇αe花OgOわ£α8（仇αe花OgOわf㍑ぶ）α花花U払r£s Gill   

C．「Cノcα£亡α花e混S（0’Sbaughnessy）   

LeucqpsaT・ion petersiHilgendorf   

エ比C£のgのわ£αS gαと亡α£ぴ Gill  

48．ヒイラギ  

カワスズメ科   

49．テラピア  

ボラ科   

50ボラ   

51りメナダ  

ハズ科   

52一．ドンコ   

53．チチブ  

54一．ヌマテチブ  

55．．シマハゼ   

56．．ゴクラクハゼ   

57．．ヨシノポリ   

58．．カワヨシノポリ   

59．マハゼ  

60いアシシロハゼ   

61“ウキゴリ   

62．ゼリンゴ   

63．．シロウオ   

64．ミミズハゼ  

移入（川田 1981）  

＊蒲原（1961）による．  
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